
【日時】 ２０２２年３月１３日（日）１４：００～開始 

【会場】 福岡県弁護士会２０１号室  【住所】 福岡市中央区六本松４丁目２番５号 

電話：092-741-6416     ※集会終了後、支援者での懇談会を予定しています 

 

当日会場参加が難しい方はＱＲコード／URL／ミーティングＩＤのいずれかから zoomにてご参加ください  

 

https://us02web.zoom.us/j/88477063613?pwd=UHI1ai9YWWtmMEFlaHNOMGE0cW5uQT09  

ミーティング ID：884 7706 3613  パスコード：068520 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

  

～いじめ自殺事件裁判報告会～  

① イサムくんの件 

 平成２５年１１月１４日、私立高校３年生だったイサムは、同級生から長期かつ繰返し集団的侮辱・暴

力をうけ、自ら命を絶ちました。私たち遺族は、学校と加害生徒に謝罪・再発防止・賠償を求めました。

加害生徒は速やかに法的責任を認め、謝罪し再発防止のため校内に謝罪文を掲示することを受入れまし

た。しかし、学校はその法的責任を確定判決によって指弾されながら、いまだに遺族との謝罪も面談も拒

否しています。 

 

② 瑞菜さんの件 

平成２９年４月１７日、私立高校２年生だった瑞菜さんは、仲の良かった５人グループの中で昼食や写

真撮影から１人省かれるといういじめを繰り返し受けて自死しました。学校の管理下で起きたいじめを原

因とする自殺であるとして、スポーツ振興センターに対し死亡見舞金を求める訴訟を提起したところ、裁

判所はこれを認め、死亡見舞金満額の支払いを命じました。センターは控訴を断念し判決は確定しました

が、加害生徒らは、今日までいじめの事実を認めておらず、学校は遺族との面談にも応じません。 

記念講演  工藤奈美さん  

平成２１年８月２２日、剣道部顧問から暴力を受け、熱中症による多臓

器不全によって死亡した工藤剣太君の母。 

長年の闘いを経て、高校からの謝罪を受けるに至ったご経験、 

その重要性についてお話いただきます。 

裁判所がいじめや自死との因果関係を認めてさえも、亡くなった生徒から目を背け、被

害生徒や遺族へ謝罪をしない学校・加害生徒に対し、遺族が何を望むのか。 

裁判の道のりについてのご報告と共に、遺族の気持ちをふまえ、これからの課題につい

て皆様と一緒に考えていく場にしたいと思っています。 

https://us02web.zoom.us/j/88477063613?pwd=UHI1ai9YWWtmMEFlaHNOMGE0cW5uQT09

